
ＯＲＩＧＡＭＩプラザは、５月６日（月）から開館します。５月分の利用申請は、４月１日（月）から中
央公民館で受付開始します。

　お子様が病気やケガで受診した際の医療費のうち『保険診療分の自己負担額』について助成します。
　予防接種、薬の容器代、証明料など保険適用されないもの、食事療養費及び学校管理下で発生したケガ等
で日本スポーツ振興センターの災害共済給付を受けられる医療費は助成対象外です。

※栃木県外の医療機関等を受診した場合や、受給資格証を提示せず、現物給付を受けられなかった場合でも、診
　療日の翌月1日から 1年以内に申請いただければ、助成を受けることができます。（償還払い方式）

　現在お使いの「ピンク色」の児童医療費受給資格証が、令和６年４月から「ベージュ色」に変更となります。
新しい受給資格証を３月下旬にご自宅に送付いたします。お手元に届きましたら、受給資格証の内容等をご確
認ください。変更がある場合、子ども家庭課で手続きが必要となります。

【変更の際の必要書類】
①児童医療費受給資格証
②お子様の健康保険証
③申請者の本人確認書類

栃木県内の医療機関等に児童医療費受給資格証を提示すると、医療機関等窓口での保険診療分の自己負
担がありません。（現物給付方式）

　注意 ：小学生以下と中学生以上とでは、児童医療費受給資格証の色が変わります。
　　　　０歳児～小学生：ピンク色　／　中学生～高校生相当まで：ベージュ色 令和５年４月１４日に、建設地である

上三川いきいきプラザ南側広場にて起
工式が執り行われ、工事の安全を祈願
しました。

５月には、建設地に仮囲いを設置しま
した。まずは、基礎工事として建物が傾
いたり沈んだりしないよう、地盤補強
のための柱状改良工事を行いました。

６月には、根切り工事や捨てコン打設
などの基礎工事を開始しました。

７月には、建物を支える基礎となるコ
ンクリート打設工事を行いました。

８月には、基礎の埋め戻しが行われ、無事
に基礎工事が完了しました。
基礎は建物が完成してしまうと見えない
部分となりますが、とても重要なため、約
４か月の期間をかけ、丁寧に行いました。

９月には、工場で制作した鉄骨を、現場
に搬入して建てていく、鉄骨建方工事
が行われました。

１０月には、コンクリート打設が完了し、
外壁工事が始まりました。
また、以前ウッドデッキがあった場所で、
屋根付き広場の工事が始まりました。

１１月には、内装・仕上げ工事が始ま
り、建具などの取り付けを開始しまし
た。また、こどもひろばのトラス建方が
始まりました。

１２月には、外壁工事が完了し、内部で
は天井や壁の下地取付工事が行われて
います。また、こどもひろばに屋根がか
かりました。

ＯＲＩＧＡＭＩプラザの紹介児童医療費助成制度について

▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　　　　９１５９56☎▶問い合わせ先＝子ども家庭課　母子健康係　　　　９１３２56☎

これまでの工事現場写真

助成対象期間：０歳（または転入日）から高校３年生相当まで
(１８歳に達する日以降の最初の３月３１日、または転出日の前日まで )

４月から新中学 1年生（平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生まれ）になるお子さまがいるご家庭へ

～医療機関への適正な受診に、ご協力をお願いします。～
○体の不調を感じたら早期に受診を
　早期に受診することで皆さんの健康を守ることはもちろん、医療費を抑えることにもつながります。体
のことで不安なことがあれば、医療機関に相談してみましょう。
○休日や夜間の受診を見直しましょう
　休日や夜間などの時間外に受診しようとする際には、平日の診療時間内に受診することができないか
一度考えてみましょう。休日や夜間の急な病気やケガで、病院の診療を受けたほうがよいのか等判断に
迷った場合は、「電話相談」も実施していますので、ぜひご利用ください。
　・子ども「とちぎ子ども救急電話相談」
　 【電話相談】　＃８０００　または　０２８（６００）００９９
　 【相談時間】　月曜～土曜日　午後６時～翌朝８時・日曜、祝休日　午前８時～翌朝８時（２４時間）
　・大人（概ね１５歳以上）「とちぎ救急医療電話相談」
　 【電話相談】　＃７１１１　または　０２８（６２３）３３４４
　 【相談時間】　月曜～金曜日　午後６時～１０時・土曜、日曜、祝休日　午後４時～１０時
○かかりつけ医を持ちましょう
　何かあったらすぐに受診や相談ができるかかりつけ医は、それまでの病歴や健康状態、体質等を把握してい
ます。体調の変化など気になることがあったときに、すぐ相談できることで病気の早期発見につながります。
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